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SUSTAINABLE SEA CITY UOZU  
 料理の想像力は地域の未来を創れるのか 

KUTIFUKUGROUP 海風亭 

Tomoya Minami 

-課題- 

世界の海の3倍のスピードで水温上昇が進む日本海 

 

- 2012~転機- 

たった一つの出会いが人生を変える事もある 

-2014~仲間- 
料理人とは 何を伝え 何を解決し 何を産み出せるのか 

-2017~自信- 

料理の想像力が地域の未来を創る 

・地球規模で進む温暖化 

・海水温の上昇は水産資源の大きな課題 

・乱獲などの影響もあり、人の食べる魚類は40年で半減 

・コンパクトな魚津だからこそ世界のモデル、ジオラマに 

・魚津市民が先頭に立って、地球の海を救うストーリー 

・食い止める事が出来ない変化にどれだけ対応できるか 

・サステナブルと言う価値観を魚津に根付かせ、生活の一 

 部と出来るか 

-2018~未来- 

価値観を共有するコミュニティビジネス 

-2013~成果- 

魚津 CSV statement 
 

2012年3月 三太郎塾一期生として入塾 

5代目として受け継いだホテル、飲食店は当時火の車 

三太郎塾に出会い、魚津の水循環、経営哲学、圧倒的な
ボリュームのインプットに衝撃を受ける 
 

SUSTAINABLE  STANDARD 
暮らし、生活、仕事の一部となる事が地域資源とそれぞれの課題解決へ 

第二の安定的収入源とセカンドスタイルの提案 

日本最大の料理コンペ REDu-35にて、日本人22人に選ばれる シルバーエッグを獲得 

魚津を伝え、守りたいというストーリーが客観的に評価され、日本のトップと渡り合え
ることを証明できた そんな自分だからこそ出来るローカルガストロノミーとは？ 

一人間、美浪呂哉が料理という手法を用いて何が出来るのか 

生産者や作家、料理人仲間と繋がり、次世代へ食を通して地域のプライド
を創れるか 東京ではうおづやを通して魚津の豊かさ、文化を伝える 

-2015~深度- 

結び、作り手と食べ手の誇りを創る 

地域と向き合い、学び掘り下げるために、四季に合わせ美食会を開催 

地元の作家、生産物を結び、伝える。 

ガストロノミー ただ美味しい物を作るのではなく 

時と、人と、場所と、想いを、結び、価値を産み出し、伝える 

三太郎塾の学びを元に、魚津を伝え、守るをコンセプトにメニュー開発 

その後は、コンセプトに従って、店づくりを一から見直し、海風亭＝魚
津を味わえるという認識を高め、メディアにも多く取り上げられる 

事業開始1年目(2013)で売上１割増 現在では３割増に迫る 

『5年後にはカルチャーにしたい』料理人が先頭に立って、異業種で作るコミュニティが魚津の海を守り未来を創る 

-01- 

ダイニングアウトツアー 
 

『観光、移住』 

水循環、スローライフ、食材 

料理人、生産者、地元民と行くツアー 

-02- 

駅前ストリートカルチャー 
 

『販路拡大、BtoC』 

作り手の想い、お客様の声をダイレクトに受け取
れる屋台、移動販売、お弁当 

魚津ストリートカルチャー 

-03- 

シェア出来るempty 
 

『空きテナント活用、 

働き手不足、新たな公』 

シェアスペース 

託児所、茶道カフェ、ギャラリー、直売所、体験 

企業と空き店舗と経営者、業態をマッチングする 

 

-04- 

サステナブルマークブランド 
 

『意識向上、シビックプライド』 

サステナブルマークブランド 

世界の海を守ると宣言する 
 

 

-05- 

オーガニックなお米 

 
『安心安全、インバウンド』 

オーガニックの世界基準を超える 

ワールドスタンダードを魚津から 

補助制度の提案 

https://www.facebook.com/photo.php?fbid=1049114645229389&set=a.1049112891896231.1073741835.100003925918670&type=3&size=960,720
https://www.facebook.com/photo.php?fbid=1049114645229389&set=a.1049112891896231.1073741835.100003925918670&type=3&size=960,720
https://www.facebook.com/photo.php?fbid=1049114601896060&set=a.1049112891896231.1073741835.100003925918670&type=3&size=960,720
http://www.city.toyama.toyama.jp/data/open/cnt/3/17625/1/zoom/zIMG_4518.jpg?20180126182125


暮らし、生活、仕事の一部となる事が地域資源とそれぞれの課題解決へ 第二の安定的収入源となり共有できるセカンドスタイルの提案 

サステナブルをコンセプトに掲げるコミュニティビジネスが始動！！ 

-01- 

ダイニングアウトツアー 
『観光、移住』を目標とする 

水循環、スローライフ、食材 

料理人、生産者、地元民と行くツアー 

-02- 

駅前ストリートカルチャー 
『盛り上がり、販路拡大、BtoC』を目的とする 

作り手の想い、お客様の声をダイレクトに 

受け取れる屋台、移動販売、お弁当 

-03- 

シェア出来るempty 
『空きテナント活用、働き手不足、新たな公』を目的とする 

資源も人もサステナブルがテーマのシェアスペース 

託児所、茶道カフェ、ギャラリー、直売所、体験 

企業と空き店舗と経営者、業態をマッチングする 

同時多発的に事業を継続させることで5年後には、魚津の客観的なイメージを 

「Sustainable sea city」「環境への高い意識を持つ美食の街」 

へと戦略的にブランディングする事と同時に 

市民に高い意識、プライドを根付かせる事を目的とする 

-04- 

サステナブルマークブランド 
『意識向上、シビックプライド』を目的とする 

世界の海を守ると宣言する 

-05- 

オーガニックなお米 
『安心安全、インバウンド』 

オーガニックの世界基準を超える 

ワールドスタンダードを魚津から 

補助制度の提案 

体
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内
容 

 
 

主
に
三
太
郎
塾
で
水
循
環
を
共
に
学
ん
だ
生

産
者
の
元
へ
、
料
理
人
が
同
行
し
、
食
材
を
集
め
る 

ダ
イ
ニ
ン
グ
ア
ウ
ト
形
式 

魚
津
の
地
形
、
豊
か
さ
が
伝

わ
る
野
外(

桃
山
運
動
公
園)

、
施
設(

埋
没
林
博
物
館)

を
レ

ス
ト
ラ
ン
の
舞
台
と
し
、
コ
ー
ス
料
理
を
振
る
舞
う 

サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ー
ド
を
使
っ
た
美
食
で
の
観
光
。
同
行
す

る
地
元
の
人
と
交
流
し
民
泊
す
る 

観
光
、
移
住
を
目
的

と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
ツ
ア
ー 

 

黒
部
宇
奈
月
温
泉
駅
か
ら
、
バ
ス
に
乗
る
こ
と
30
分
、
海

と
山
が
極
端
に
近
い
魚
津
市
に
着
く
。
片
貝
杜
の
山
キ
ャ

ン
プ
場
で
は
湧
水
を
使
っ
た
香
草
茶
を
。
豊
か
な
里
山
に

広
が
る
田
園
風
景
と
円
筒
分
水
槽
か
ら
は
豊
富
な
水
の
恵

み
が
感
じ
取
れ
る
。
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
１
５
分
で
海
に
出

る
。
蜃
気
楼
の
見
え
る
海
岸
線
沿
い
を
歩
き
、
古
代
の
杉

が
眠
る
と
い
う
埋
没
林
博
物
館
へ
。
高
低
差
４
０
０
０
ｍ

を
駆
け
巡
る
水
の
循
環
が
魚
津
の
宝
だ
と
よ
く
わ
か
る
。 

そ
ん
な
自
然
に
恩
恵
を
受
け
る
魚
津
の
資
源
。
埋
没
林
の

広
場
で
待
っ
て
い
た
の
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
ア
ウ
ト
。
そ
の
日

そ
の
時
、
そ
の
場
限
り
、
た
っ
た
一
度
の
野
外
レ
ス
ト
ラ

ン
。
腕
を
振
る
う
の
は
、
魚
津
に
拠
点
を
置
く
４
人
の
料
理
人
。 

ツ
ア
ー
の
最
中
、
生
産
者
の
も
と
を
訪
れ
、
採
取
し
た
食

材
を
調
理
し
、
コ
ー
ス
料
理
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
ど
れ

も
地
元
に
根
を
張
り
、
高
い
技
術
を
持
っ
て
調
味
さ
れ
た

こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
も
の
ば
か
り
。
目
の
前
に
広
が

る
富
山
湾
。
後
ろ
を
見
れ
ば
雄
大
な
立
山
連
峰
。
ゆ
っ
く

り
過
ぎ
る
時
間
と
料
理
と
お
酒
。
こ
ん
な
に
も
贅
沢
な
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
時
間
は
な
い
。
そ
れ
か
ら
水
族
館
な

ど
を
巡
り
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
済
ま
せ
休
ん
だ
あ
と
、
夜

は
魚
津
の
駅
前
飲
食
街
で
バ
ル
イ
ベ
ン
ト
に
繰
り
出
す
。

魚
津
に
は
こ
ん
な
に
も
豊
富
で
個
性
的
な
飲
食
店
が
あ
る

ん
だ
と
実
感
す
る
。 

人
と
人
、
人
と
物
の 
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自
然
と
街
を
笑
顔
に
す
る 

地
域
課
題 

貧
弱
な
観
光
資
源 

一
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業
離
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活
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が
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の
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食
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B
toC

出
来
な
い 
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戦
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内
容 

 
 

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
シ
ー
フ
ー
ド
を
使
っ
た
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
、
串
焼
き
、
浜
焼
き
を
売
る
移
動
販
売
車 

そ
の
周
り
に
集
ま
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
マ
ー
ケ
ッ
ト 

森
林

組
合
で
作
る
間
伐
材
を
活
用
し
た
使
い
捨
て
の 

プ
レ
ー
ト
や
、
箸
、
お
弁
当
箱
な
ど
で
提
供
す
る 

サ
ブ

カ
ル
も
織
り
交
ぜ
カ
オ
ス
感
を
演
出
す
る 

 

駅
前
の
飲
み
屋
街
の
ど
真
ん
中
に
位
置
す
る
美
浪
館
駐
車

場
を
活
用
し
、
月
2
度
行
う 

美
浪
呂
哉
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ー

ド
で
作
る
弁
当
を
開
発
、
販
売 

 

水
の
巡
り
に
会
え
る
旅 

魚
津
に
宿
を
と
り
、
明

日
は
仕
事
。
小
さ
な
駅

で
降
り
、
人
通
り
の
少 

い
つ
も
新
し
い 

カ
ル
チ
ャ
ー
は 

ス
ト
リ
ー
ト
か
ら 

な
い
閑
散
と
し
た
雰
囲
気
。
ホ
テ
ル
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を

済
ま
せ
、
部
屋
で
休
ん
で
い
る
と
お
腹
が
す
い
て
き
た
。

飲
食
店
は
多
い
み
た
い
だ
か
ら
適
当
に
入
っ
て
済
ま
せ
よ

う
。
そ
ん
な
思
い
で
歩
い
て
い
る
と
何
や
ら
町
の
中
心
に

あ
る
駐
車
場
が
が
や
が
や
し
て
い
る
。
何
か
の
イ
ベ
ン
ト

カ
と
行
っ
て
み
る
と
屋
台
が
出
て
い
る
。
少
し
の
ぞ
い
て

み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
に
驚

か
さ
れ
た
。
商
品
の
向
こ
う
に
あ
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
感
動
し
た
。
美
味
し
い
物
が
い
つ
ま

で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
街
は
動
い
て

い
る
ん
だ
な
あ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
ア
ー
ト
や
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
の
サ
ブ
カ
ル
な
ど
も
織
り
交
ぜ
ら
れ
た
空
間
は

カ
オ
ス
で
居
心
地
が
良
い
。
ま
た
同
僚
と
来
よ
う
と
思
う
。 

共有できる価値観が 
 新しい形になり 
  価値を生み出す 
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昼
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光
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継
続
可
能
な
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
を
作
る 

店
舗
と
し
て
、
直

売
所
と
し
て
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
、
カ
フ
ェ
と
し
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
を
活
か
し
、
集
ま
る
事
で
エ
リ
ア
価
値
の
高
い 

一
店
舗
と
し
て
集
客
で
き
る 
そ
れ
ぞ
れ
の
重
荷
に
な
ら
な
い
こ
と
が
前

提 

ま
た
製
造
業
や
、
建
設
業
な
ど
の
大
手
企
業
と
も
連
携
し
事
業
を
拡

大
す
る
。
企
業
に
と
っ
て
は
会
社
の
理
念
、
商
品
紹
介
、
体
験
を
通
し
て

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
き
る 

観
光
や
、
資
源
活
用
と
い
っ
た
面
で
地
域
貢

献
で
き
る
と
言
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る 
ま
た
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
も
併
設

し
、
働
く
側
も
、
消
費
者
も
子
供
と
来
れ
る
環
境
づ
く
り
を
す
る 

駅
前

で
は
２
階
テ
ナ
ン
ト
、
空
き
家
が
多
数
、
八
号
線
沿
い
で
は
大
き
な
箱
多

数
、
何
年
も
放
置
状
態
で
あ
る 

交
渉
次
第
で
は
安
価
な
家
賃
で
借
り
れ

る
。
ま
た
初
期
投
資
も
定
額
で
済
む
よ
う
な
店
舗
も
あ
る 
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

魚
津
漁
協 

魚
津
農
協 

魚
津
市 

サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
商
品
、
働
き
方
を
推
進
す
る
企
業 

他 
 

内
容 

 
 

国
際
基
準
の
魚
の
エ
コ
ラ
ベ
ル
『M

SC

』
日

本
で
は
唯
一
京
都
府
が
取
得
し
て
い
る 

魚
津
市
さ
ん
取

得
し
て
く
だ
さ
い 

ま
た
市
民
向
け
に
市
内
で
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
商
品
、
働
き
方
を
し
て
い
る
企
業
の
商
品
に
魚
津

市
独
自
の
マ
ー
ク
を
発
行 

マ
ー
ク
を
集
め
る
と
協
賛
企

業
で
使
え
る
金
券
が
貰
え
た
り
、
魚
津
ガ
チ
ャ
を
ひ
け
る 

 
 

 

 
 
 
 
 

 

 

宣
言
す
る
こ
と
か
ら 

 
 
 
 
 

始
め
て
み
る 

ワ
ー
ル
ド 

 

ス
タ
ン
ダ
ー
ド 

 
 

を
当
た
り
前
に 

地
域
課
題 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
重
要
な
カ
ギ
と
な
る
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
へ
の
対
応
の
遅
れ 

交
流
人
口
の
減
少 

農
薬

に
よ
る
土
壌
汚
染 

飲
食
店
の
減
少 

 
 

企
業
課
題 

割
高
に
な
っ
て
し
ま
う
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
米 

温
暖
化
か
ら
く
る
収
量
の
減
少 

コ
メ
離
れ 

 

課
題
解
決 

交
流
人
口
の
増
加 

付
加
価
値
の
底
上
げ 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

魚
津
飲
食
業
組
合 

Ｍ
Ｋ
農
産 

稗
苗

農
園 

 

内
容 

 
 

無
農
薬
、
減
農
薬
な
ど
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と

言
わ
れ
る
作
物
は
、
手
間
が
か
か
る
分
価
格
も
高
く
な
る
。

海
外
か
ら
見
れ
ば
日
本
の
常
識
は
は
る
か
に
遅
れ
て
お
り
、

そ
れ
で
も
環
境
や
体
に
良
い
も
の
が
売
れ
る
時
代
に
な
っ

て
い
る
し
、
今
後
も
っ
と
そ
の
価
値
観
は
増
え
る
で
あ
ろ

う
。
そ
の
中
で
、
魚
津
の
飲
食
店
街
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

戦
略
は
破
綻
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
ず
は
米
の
あ
り
か

た
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
補
助
制
度
を
作
り
一
般
的
な

値
段
で
魚
津
の
飲
食
店
が
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
米
を
買
え
る
よ

う
に
す
る
。 

KUTIFUKUGROUP 海風亭 

      Tomoya Minami 

SUSTAINABLE STANDARD 
５年後、世界から注目されるカルチャーになる 

同時多発的に巻き起こる新しい風 
  この嵐を抜けた先にあるものとは！！ 

http://www.city.toyama.toyama.jp/data/open/cnt/3/17625/1/zoom/zIMG_4518.jpg?20180126182125


   キラキラ輝くママプロジェクト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子育て 

家事 仕事 

２０１８年・・時代は 
「働き方改革」と言われ、ママ
やお年寄りなどみんなが活躍で
きる社会を目指していこうとし
ている。 
しかし、ママのワークライフバ
ランスは家事育児仕事が密接に
絡んでおり、ママが活躍するこ
とは簡単な事ではない。 

 
 
 

ママはシンデレラ 
時間が来たら母になる。残業も出来ず、イレギュラーな
出来事（子供の風邪）等にも振り回される。 
仕事にかけられる時間が決まっているため、1馬力では
収入も少ない。業務も経理、販売促進、市場開拓などを
全て1人でやらないといけない為、ビジネスとして成立
することが難しいママが多い。 

決められた時間の中
で売上を稼ぐことは
難しい。 

１．フリーランスママの現状・地域課題 ２．プロジェクト始動 

自社（フリーランスママ）の 
課題 

• 働ける時間が限られている 
• 売上低 
• 経営のスキル不足 
• 子育て・家事との両立 
• 孤独 
• 家族・周りの理解 

 

地域課題 

• 出産数の減少 

• 合計特殊出生率の低下 

• 若者人口の流出 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

ベビーベビーマッ
サージ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

魚津市にはフリーランスで頑張るママが何人もいる。潜在的には
もっといる。そんなママたちも同じような悩みを抱えていること
がわかり、フリーランスママが結束することで、１馬力が１００
馬力になる事に気づいた。３足のわらじを履くママの会発足！ 

活動内容 

運営方法 

３．フリーランスママのメリット・地域の効果 

フリーランスママにとってのメリット 

• 売上げアップ 
• スキルアップ 
• イベント出店などを通して販路拡大 
• 認知度アップ 

• モチベーション   
地域の効果 

フリーランスママ
が輝く     

↓ 
UOZUのママが輝く 

↓ 
街が活性化する 

フリーランスママが 
輝ける街になる     

↓ 
女性移住者が増加 

↓ 
出産数、出生率アップ 

４．展望（水循環との関わり） 

 
 

魚津特有の地形がもたらす水資源 
「水循環」 
魚津市に住むママは子育てにおいて、 
その恩恵を受けてる 
・新鮮で美味しいものを食べさせ 
 られる安心感 
・山と海の自然から育む豊かな心 
・四季を感じるアクティビティー 
 による経験 

魚津は、ママが子供を育てたい街だと言うことだ 

ママが輝ける街 
＋ 

子供を育てたい街     

＝２つが合わさる事で、 
他にはない唯一無二の街になる。 
ここＵＯＺＵだからできる 
皆が輝ける笑顔あふれる街を目指して 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子育て  

助け合い  

情報発信
（ワーク
ショップ・
イベント 
情報） 

勉強会・  
相談会 

販売場所
の拡大 

子供を預かり合
う仕組みを作る

→ 
活動できる時間
が増える。活動
の幅が増える。 

個々で発信して
いる情報を集約
して発信→ 
周知アップ。他
のママへの拡散

アップ。 

ママのための経
営学を学ぶ→ 
適切なスキルを
習得。ママ同士
相談することで
モチベーション
がアップし、団
結力が生まれる。 

市内の朝市や空
スペースを利用。
個々では使用で
きない場所も使
用できる。個々
で販売するより
集客数のアップ。
認知度アップ 

運営方法 

営利目的ではなく月額費などはいただかない。（自分のメリット
とトレードオフ。）都度、必要な時にお金を出し合う。 
子育て助け合いに関しては検討中。 

ココマカロン 大島恵 

売
上 

時間 

家事・育児
が圧迫 

売上と時間のバランス 

フリーランス
のママが輝く
ことで・・・ 

集約した 
ＳＮＳ発信 

↓ 
好きなこと
が見つかる 

習い事・ワーク
ショップの充実 

↓ 
コミュニケー
ションの場が増

える 

イベント出店 

↓ 
県内・県外から
買い物客の増加 

口コミ 

↓ 
魚津市の 
認知度ＵＰ 

UOZUの 
ママが
輝く 

ママが輝き、   
街が活性化する
ことで・・・ 

女性 
移住者
増加 

魚津市の 
認知度ＵＰ 

県内・県外 
からの買い物
客の増加 

出産数・  
合計出生率 
ＵＰ 

パパ・子供・
お年寄りも 
元気になる！ 

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
マ
マ
が
活
動
し
や

す
い
街
と
し
て
周
知
さ
れ
る 

藍染作家 藍染作家 パン職人 

ベビーマッサージ ハンドメイド作家 マカロン作家 





 

 

わが街魚津市の教育方針 

英語教育の充実 

わが社Matin の目標 

店頭売り上げ増 

Matin=衣料品販売店。生まれ育った魚津で、若い世代に米オレゴンからの輸入衣料品を販売しています。 

当社の課題 

 通販での販売が売り上げ全体

の７割を占めている。 

 

 

 

 

 

想いを伝えるためには店頭で

の販売が必要！顧客のすそ野

を広めたい！！ 

 

異文化交流型人循環プログラム 

「スタンドバイミー魚津」 
■目的：交換留学やサマーキャンプを体験する場を

提供し、国際コミュニケーション能力を身に

つけた子供を育成する。 

■行先：オレゴン州（ポートランド近郊） 

＝海の町。魚津のことも知っている。 

期間：平成 30年７月 27日～８月７日 

対象：魚津市小中学生（人数３人） 

課題：参加費（検討中） 

■特徴：現地仕入で培った、旅行企画会社ではでき

ないような内容の濃い体験の場を提供。 

 

 

さらなる波及効果 

・国際ミュニケーション 

・故郷を知る 

・移住者増 

・BP の育成 

・BP と連携 

・国際交流 

 

社会の課題 

 留学者が減少傾向にあると 

いわれている。 

 

 

 

 

 

グローバル、積極的、冒険心

にあふれた子供を育成したい。 

 

展望 
人循環プログラムの実施 

↓ 

国際コミュニケーションに 

興味を持つ子供の育成 

↓ 

アメリカンスタイルへの興味 
 

 

得られる効果 
Matin：顧客や BP の獲得 

参加者：外向きな若者に 

魚津市：世界に通用する人材 

 

Matin から始まる Win4 
Win1：自社の課題解決（Matin） 

Win2：英語教育の拡充（魚津市） 

Win3：満足、スキルアップ（参加者） 

Win4：魚津の世界進出（地域、企業） 

 

 

地
域
と

連
携
し
て

課
題
解
決
し
よ
う 

魚津三太郎塾６期生 

浜田孝司 


